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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2017 年度活動テーマ　～地元のやさいを食べよう～

特別増資 500250 にて 1 口 500 円毎週受け付けています。 出来るときに出来る範囲で、 ご協力宜しくお願い致します !!

今週配布の商品カタログから

リニューアル !

2018 年 2 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・ 催し●

【定期開催の催事】
• 毎週木曜日につくば桜運動公園ゴンタの丘にて地域コミニュティ

活動中。
• ゆるカフェ 2 月は第 3 火曜日 （20 日） に開催します。
• 毎月第 1 土曜日にじょうそう朝市を開催しています。

2/6 （火） 「私たちのくらしと憲法」
　　　　　　　みそ講習会 （石岡、 かすみがうら地区）
2/7 （水） 脱原発とくらし見直し委員会
2/10 （土） みそ講習会
　　　　　　　（取手地区、 牛久地区、 柏地区、 つくば北部地区）
2/12 （月） みそ講習会 （土浦、 阿見地区）
2/17 （土） 歴史を学ぼう - 未来のために
　　　　　　　　みそ講習会 （利根地区、 つくばみらい地区）
2/18 （日） みそ講習会 （つくば中央地区）
2/24 （土） みそ講習会 （生協本部）
2/25 （日） みそ講習会 （我孫子地区）
2/28 （水） 定例理事会

●提携 ・ 協同 ・ 連帯企画●

2/7-9 （水 - 金） 牛久幼稚園みそ作り
2/9,10 （金、 土） 生協ネット 21　組織担当者会議 （常総生協）
2/10 （金） 甲状腺検診 in 土浦
2/11 （日） 甲状腺検診 in 守谷 （常総生協本部）
2/13、 15、 16 （火、 木、 金） 牛久幼稚園みそ開き
2/16、 17 （金、 土） 生協ネット 21　定例会 （八王子労政会館）
2/20-23 （火 - 金） 荒川沖幼稚園　みそ開き＆みそ作り

←アイコンがついている商
品は供給前日の 17：00 まで

電話 orFax で注文できます。

調味料、雑貨、せっけん等で「もう少し
でなくなりそう…」という時に是非、ご
活用ください !!
※今後WEB注文のページでも注文でき
る様に現在作業中です。もう少しお待ち
ください。

掲載商品数も増えました !!

今まで別冊商品 （保存版

カタログ掲載商品） の 7

割が 4 週に 1 回掲載され

ます♪

組合員の台所に寄り添っ

た紙面にしていきます !!



2

ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2018　2-2

　1 月 15 日、 ふたたび起きるかもしれない 「原

子力災害」 に備えてどのような体制になってい

るかを確認しておこうと、 常総生協 「脱原発とく

らし見直し委員会」 のメンバーを中心に、 ひた

ちなか市にある 「茨城県オフサイトセンター」 と

隣接する 「茨城県放射線監視センター」 を視

察してきました。

〇オフサイトセンター

　　いずれも大変立派な施設で、 「オフサイトセ

ンター」 では原子力規制庁の防災専門官が丁

寧に説明をしてくれ、 脱原発委員会のメンバー

からの次々の質問で、 とうとう実際に緊急時の

現地対策本部となる大きな部屋に入っての説明

を聞くなど、 40 分の予定が 1 時間半に及びまし

た。

　しかし、 3.11 の災害の時にはこのオフサイトセ

ンターも停電となり、 非常用発電機が自動起動

したものの油漏れで停止してしまい、 オフサイト

センターも機能できませんでした （20 時間後に

復旧）。

　また東海第二原発からのプラントデータも常時

国やこのオフサイトセンターに送られてプラント

の状態が確認できるはずでしたが、 東海第二原

発内から国にデータを送る機器に無停電電源

装置が接続されていなかったために、 福島第一

原発と同様、 国やオフサイトセンターにプラント

のデータが送ることができませんでした。

　原発の状態は、 東海第二原発に常駐する原

子力安全 ・ 保安院の専門官が携帯電話でプラ

ントの状態を伝えていたそうです。 何が起きるか

わかりません。

　もし、 3.11 のとき東海第二原発も緊急事態と

なっていたら、 住民の避難や防護の最前線にな

るはずのオフサイトセンターは機能できなかった

ことになります。

「放射能をいつも監視する施設に頼らなくても、

安心して暮らせるように」
脱原発とくらし見直し委員会、 茨城県オフサイトセンター、 県環境放射線監視センターを視察

茨城県環境放射線監視センター

茨城県オフサイトセンター



ＣＯＯＰ　ＪＯＳＯ　ＮＥＷＳ　ＬＥＴＴＥＲ　2018　2-2

3

　このオフサイトセンターは東海第二原発から

11km、 大洗の高速増殖炉常陽から 12km、 標

高 28m の場所にありますが、 原子力災害時こ

のオフサイトセンターが使えなくなった場合は、

笠間と 「つくば国際会議場」 が 「代替オフサイ

トセンター」 になって災害対策本部となるそうで

す。 常時代替の準備があるわけではなく、 ここ

が使えなくなったら機材を持ち出してつくば国際

会議場に移転するとのこと。

　原発だけでなく、 茨

城県は東海村を中心

に 日 本 一 原 子 力 施

設が密集している地

域です。 福島第一原

発事故前でも東海村

「再処理工場」 の爆

発 （1997 年） やＪＣ

Ｏ 臨 界 事 故 （1999

年） で住民が被ばく

し、 福島第一原発事故後でも大強度陽子加速

器施設 （J-PARC） の放射能漏れ （2013 年）、

大洗の原子力研究開発センターでの被ばく事

故など放射能による被ばく事故は繰り返し起きて

います。 高速増殖炉 「もんじゅ」 （敦賀） が廃

炉になったから今度はふたたび実験炉の 「常

陽」 （大洗町） を動かすと言われています。

　しかし、 常時データが監視されているのは東

海第二原発のみとのこと。

　ふたたび、 いや三度と住民が被ばくすることの

ないように監視していてもらわないと困ります。

住民は何か起きたとき、 どこの情報や警報、 勧

告を見ていたらよいのかとの質問に対しては、

「茨城県のホームページを見ていて下さい」 と

のことでした。

〇茨城県放射線監視センター

　　このあと 「茨城県放射線監視センター」 を視

察してきました。 県庁の職員さんが原子力施設

周辺の大気、 土壌 （海底土を含む）、 水、 そし

て周辺の農畜産物や海産物などを測定している

ことなどを説明して頂きました。 検査室や試料を

乾燥させているところも見せて頂きました。 ここ

ではストロンチウムやトリチウム、 プルトニウムも

測定していました。

　3.11 の時にも福島第一原発からの放射能の到

達を観測していたのに、 住民に対して警報を出

したり、 屋内退避などを勧告できなかったのか

尋ねました。 しかしこの施設では環境放射能を

測定してデータを上に上げるのが仕事で、 住民

に対しての警報や避難や屋内退避を判断する

のは国になっているため、 その権限はないとの

ことでした。

〇まとめ

　国民の税金を使って作られている立派な両施

設を見学して、 「このような施設に頼らずとも安

心して生活できるようになるといい」 というのが参

加者の共通意見でした。

　しかし、 今の現状では原子力災害はふたたび

起きる可能性があります。 いざという時に備えて

放射能に関する知識を持ち、 どこの情報にアク

セスして事態を把握するか、 屋内退避や避難を

決断するタイミング、 何を持ってどこに避難する

か等をあらかじめ準備しておく必要があります。

（記 脱原発委員会 髙橋 ・ 大石）　
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〇常総生協は日本有機農業研究会に参加
し、共に有機農業をすすめています！

　常総生協は生産者と協同して有機農業を推進し

ようと、「日本有機農業研究会」に団体加盟し、常

総生協から幹事も出して運営にも参加してきまし

た。

　「日本有機農業研究会」は、生産者と消費者の

「提携」によって安全な食べものを広めようという

団体です。有機農産物の流通団体ではありません。

農薬や化学肥料による生産から自然と共生し、人々

がつながる社会をつくろうと、生産者・消費者・

専門家たちが集まり 、1971 年に結成された団体で、

まさに「医・食・農」をつないでゆく研究会です。

　研究会創設者の一楽照雄さんは、協同組合の大

先輩で、私たち常総生協でも一楽さんのテキスト

で「協同」について学んできました。

「食べもの」は売り買い・流通の関係ではなく、人

と人とがつながることで共につくり・食べる関係

を大切にしています。

　わたしたち常総生協の生産者も、この有機農業

研究会の仲間がたくさんおり、提携によって私た

ちの健康を守ってくれています。清水農園さんを

はじめ、やさとの生産者のみなさんは皆研究会で

の仲間です。

　日本有機農業研究会とはいろいろな交流や刺激

を頂きながら、東日本大震災の際は東北被災地支

援を共に行ったり、常総生協と日本有機農研との

「放射能共同検査室」を立ち上げて農産物の放射能

検査に取り組んできました。また福島の有機農業

の支援として協同で「福島有機農学校」を立ち上

げて援農なども続けてきました。二本松の大内さ

んの人参ジュースも頂けるようになりました。

〇 3/9-10、オリンピックセンターへ !!
　　　　全国有機農業の集い

　さて、日本有機農業研究会は毎年「全国有機農

業の集い」を開催し、全国を巡回してきています。

今年は３月９日（金）～１０日（土 ）に東京の国

立青少年オリンピックセンターで開催されます。

　ぜひ、チラシをご覧頂き、組合員のみなさん、

生産者のみなさん、食に関心のあるみなさんに参

加を呼びかけます。

　テーマは「有機で開こう！子どもの未来」。

　ネオニコチノイド農薬や殺虫剤が普及し、子ど

もの脳や健康に悪影響が懸念される中、未来の子

どもたちのために何をすすめてゆくか、食の生産

と消費の現場にいる生産者・消費者・市民が集い、

交流します。

　「１日目」の９日（金）は、「食卓は訴える！し

のびよる食べものの危機」として映画と天笠さん

の講演会です。夕方から有機の食材を使った晩ご

飯を頂いたあと、くるま座になっての分科会が開

催されます。「有機農業の技の部屋」にはやさとの

魚住さん、「福島の部屋」では二本松の大内さんと

常総生協から大石さん、「保育園との提携の部屋」

では魚住昌孝さんと保育園の栄養士さんが進行役

になって交流します（当日宿泊も可です）。

　「２日目」の１０日（土）は、「有機農業でつながる・

つなげる～若手生産者と消費者」と題して討論会

が開かれます。登壇者には常総生協の龍ケ崎の組

合員さんも登壇します。午後の「有機で開こう！

子どもの未来」実践報告と討論には、つくば市に

在住していた時に常総生協の元組合員でダイオキ

シン問題や農薬問題に助言頂いてきた水野玲子さ

んをはじめ、生産者と提携し有機野菜での給食を

実践されている新宿の保育園の園長先生、レスト

ランのシェフなどが登場します。

参加希望はいったん生協で集約しますので、 生協本

部 （商品部　小宮山） までご連絡下さい。

生協本部℡ ： 0297-48-4911

組合員・生産者へ

「全国有機農業の集い 2018in 東京」参加の呼びかけ


